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岡
崎
城

明大寺の地に築かれた城が享禄４（1531）年、松平清康（家康公の
祖父）により現在の位置に移されて以来、ここが岡崎城と称されるよ

うになりました。徳川家康公が生まれた城として広く知られています。

《徳川家康公（天文11〈1542〉年～元和2〈1616〉年）》
母は水野忠政の娘・於大の方であり家康公と勝成公は従兄弟。

勝成公は父との不仲により、20歳の時から14年余り諸国を遊歴していた
が家康公の仲介により水野家へ帰参した。

写真提供：岡崎市
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。
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。
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。
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植
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岡
崎
市×

福
山
市

親
善
都
市
提
携
の
経
緯

岡崎市福山市親善都市提携、福山市制55周年の様子（昭和46年11月）

岡
崎
市

親善都市提携50周年
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福山城は、譜代大名水野勝成公が元和5（1619）年、備後10万石の領主として入封
し元和8（1622）年に完成した城で、徳川幕府の西国鎮護の拠点とされました。江戸
時代建築最後の最も完成された名城と称され、来年には築後400年を迎えます。

福
山
城

《水野勝成公（永禄7〈1564〉年～慶安4〈1651〉年）》
三河国の生まれ。父・忠重公の姉は於大の方であり家康公と勝成公は従兄弟。
関ヶ原の合戦や大坂の陣での武功により大和郡山にて6万石を封じられた。福島正則の
改易により備後福山へ、福山藩10万石の初代藩主となる。寺町の賢忠寺にて葬られる。

広島県重要文化財
賢忠寺蔵
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国内唯一！
１つの地域で「日本遺産」、「重要伝統的建造物群保存地区」、
「ユネスコ〈世界の記憶〉」の３つの評価を受けています。

国内唯一！
１つの地域で「日本遺産」、「重要伝統的建造物群保存地区」、
「ユネスコ〈世界の記憶〉」の３つの評価を受けています。

▲いろは丸展示館 ▲福禅寺  對潮楼（ふくぜんじ   たいちょうろう）
江戸時代に建てられた2階建ての土蔵を利用。引き揚げられた
いろは丸の遺物やジオラマなどが展示されています。

江戸時代の元禄年間（1690年頃）に創建された客殿で国の史跡
に指定されています。

福
山
市
の
魅
力

《
鞆
の
浦
》

　

古
く
は
万
葉
集
に
も
登
場
し
た
名
勝
で
、

多
く
の
船
乗
り
や
商
人
た
ち
が
、
潮
の
満

ち
引
き
を
待
っ
た
「
潮
待
ち
の
港
」
と
し

て
栄
え
た
鞆
の
浦
。
歴
史
に
名
高
い
旧
跡

が
今
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
禅
寺
境
内
の
本
殿
に
隣
接
す
る
客
殿

「
對
潮
楼
」
か
ら
は
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ

仙
酔
島
や
弁
天
島
な
ど
鞆
の
浦
の
素
晴
ら

し
い
眺
め
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
正

徳
元（
1
7
1
1
）年
、
朝
鮮
通
信
使
が
訪

れ
た
際
に
は
「
日
東
第
一
形
勝
（
対
馬
か

ら
江
戸
ま
で
の
間
で
一
番
美
し
い
景
勝

地
）」
と
称
賛
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
幕
末
の
志
士
・
坂
本
龍
馬
も
鞆

の
浦
に
立
ち
寄
っ
た
ひ
と
り
で
す
。
慶
応

3（
1
8
6
7
）年
、
龍
馬
率
い
る
海
援
隊

の
「
い
ろ
は
丸
」
と
紀
州
藩
の
軍
艦
「
明

光
丸
」
が
瀬
戸
内
海
の
六
島
沖
で
衝
突
し
、

「
い
ろ
は
丸
」
が
沈
没
し
た
「
い
ろ
は
丸

事
件
」
で
は
、
談
判
の
場
と
し
て
「
對
潮

楼
」
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
龍
馬
や
海
援

隊
士
が
宿
泊
し
た
「
桝
屋
清
右
衛
門
宅
」

に
は
今
も
龍
馬
が
身
を
潜
め
た
屋
根
裏
の

隠
れ
部
屋
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
江
戸
時
代
の
港
湾
施
設

５
点
セ
ッ
ト
（
常
夜
燈
・
雁
木
・
波
止
・

焚
場
跡
・
船
番
所
跡
）
が
全
国
で
唯
一

揃
っ
て
現
存
し
て
い
る
な
ど
、
鞆
の
浦
は

日
本
が
誇
る
歴
史
の
街
で
す
。

瀬
戸
内
の
景
勝
。
潮
待
ち
の
港

「
鞆
の
浦
」
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福山市観光課
TEL 084-928-1042

(公社)福山観光コンベンション協会
TEL 084-926-2649

Information

・新幹線・山陽本線・福塩線／JR福山駅へ
・飛行機／広島空港からJR福山駅まで高速バスで約60分

公共交通機関ご利用の場合

お車をご利用の場合
・山陽自動車道「福山東IC」を出て約30分

まだまだ
紹介しきれない
福山の魅力は
こちらから！

福山市の中心部にあり、１万５,０００平方㍍の園内には２８０種、約５,５００本の
ばらが咲き誇ります。毎年５月に開催される「福山ばら祭」は福山の風物詩です。

ばらのまち福山
イメージキャラクター

「ローラ」

▲「ふくやま」と名の付くばら（一部）
上段左から〈チャーミーふくやま〉〈プリンセスふくやま〉〈ローズふくやま〉
下段左から〈福山城〉〈100周年記念ばら (ローズマインドふくやま)〉〈アニバーサリーふくやま〉

「ローズマインド」
　福山市は、昭和20（1945）
年8月の空襲によって市街地
の約８割を焼失しました。
　戦後の復興を願い「荒廃し
た街に潤いを与え、人々の心
に和らぎを取り戻そう」と、住民が約1,000
本のばら苗を植えたのが、ばらのまちづくり
の始まりです。
　また、戦後復興から半世紀の歩みのなかで
誕生し、根付いた言葉が「ローズマインド
（思いやり・優しさ・助け合いの心）」です。
平和を願う気持ち、ばら栽培に必要な愛情、
人への優しさなど、さまざまな想いが込めら
れています。

≪保命酒≫
福山の名産品

江戸時代から鞆の浦で造られている薬味酒。福山
藩を代表する幕府への高級献上品で、黒船来航時
にはペリー提督にも振舞われたと言われており、
今も大勢の人に親しまれています。

ば
ら
の
ま
ち
福
山
の
原
点

「
ば
ら
公
園
」
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アティックアート活動…… 当金庫は、障がいがありながらも素晴らしい絵の才能を持つアーティストたち
の自立に取組む一般社団法人アティックアートの活動を応援しています。

岡崎信用金庫　資料館リニューアルオープン
「日吉山王社展」開催中

　当金庫がアティックアート活動の一環として作成して
いるノベルティグッズの一つであるボックスティッシュ
のデザインをリニューアルしました。
　ボックスティッシュは、2012年度より毎年度リ
ニューアルをしており、今回で10作目となるデザインに
は、愛知県立大府もちのき特別支援学校の７名の生徒の
みなさんの絵画を採用しました。

　当金庫資料館は2019年2月からの免震化工事を終え、4月10日㈯にリニューアルオープンしま
した。
　リニューアルオープン後のイベント第一弾として、日吉山王社本殿（岡崎市滝町）の保存修理工
事竣工を記念した「修復工事竣工記念　日吉山王社展～瀧山寺・瀧山東照宮　共に育んだ歴史と文
化～」を５月30日㈰まで開催しています。
　日吉山王社や隣接する瀧山寺、瀧山東照宮の歴史や文化、今回の保存修理工事の様子を紹介する
パネル展示を中心に、工事の際の発掘調査で出土した遺物や瀧山寺鬼まつりで実際に使用されてい
る鬼面やほら貝も展示されています。
皆さま、是非お越しください。

アティックアート活動
ボックスティッシュ　リニューアル

≪岡崎信用金庫資料館≫
住　　所：岡崎市伝馬通１丁目58
電　　話：0564－24－2367
開館時間：10：00～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
　　　　　12月31日～1月3日
入 館 料：無料

Okashin News
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問 題

　日光社の大造営に合わせ、３代将軍　家光により新たに岡崎に建立・造営され
た寺社はどれでしょうか？

日光東照宮の大造営を終えた家光は、徳川家の本国であり本城がある三河国岡崎にも家康公を
祀る東照宮が必要と思い立ち、正保元年（1644）10月、大樹寺境内に東照宮の建立を命じました。しか
し、同年11月に松平正綱と大工頭の木原義久が現地調査に訪れ、造
営地は岡崎城の鬼門に当る天台宗寺院 瀧山寺の境内に変更されまし
た。正保３年８月に造営工事は完了し、９月に正遷宮が行われ、将
軍 家光の代参として寺社奉行が、世子　家綱の代参には高家が参列
し執り行われ、警固は岡崎藩水野家が務めました。また、正遷宮に
合わせて狩野探幽筆の三十六歌仙図扁額が献納されています。本
殿、拝殿・幣殿、中門、鳥居、水屋、石柵６所、銅灯籠２基は国の
重要文化財に指定されています。

⑴ 岡崎天満宮　　　⑵ 瀧山寺　　　⑶ 瀧山東照宮　　　⑷ 龍城神社
てんまんぐう たきさん　じ たきさんとうしょうぐう たつ　き

正解……⑶

解 説

瀧山東照宮本殿（国重文・岡崎市）

家康公検定 4過去問に挑戦 !
　家康公により慶長13年（1608）に建立され、正保２年から３年（1645～1646）にか
けて三代将軍　家光公により修築されたと伝えられる日吉山王社本殿が、このたび新
たな修復工事を終え、七間社流造の往時の貴重な姿を取り戻しました。
　この日吉山王社の正保期の修復工事と同時に、家光公により、すぐ隣に造営を命じ
られた寺社を問う問題が平成24年（2012）の「第３回　岡崎家康公検定」で出題され
ています。さて、その寺社とは？

しちけんしゃながれづくり

しょうせんぐう

へんがく

こう　け

まつ

き　もん

にっこうしゃ　　だいぞうえい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんりゅう
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守り育てる資産運用をご提案します

詳しくは当金庫の窓口または　　0120－053－060にてお尋ねください

【投資信託に関するご注意事項】

※購入時手数料：１．１０％（消費税込）

日米欧の国債、日米欧の株式指数インデックスを中心とした
運用を行い、リスクを抑えつつ安定的な収益の確保を目指します。

商号等／岡崎信用金庫　登録番号／登録金融機関　東海財務局長（登金）第30号　加入協会／日本証券業協会

●投資信託は、預金、保険契約ではありません。
●投資信託は、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。
●当金庫が取扱う投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。投資信託の設定・運用は委託会社が行います。
●投資信託は、元本および利回り・分配金の保証はありません。
●投資信託は、組入有価証券等の価格下落や組入有価証券等の発行者の信用状況の悪化等の影響により、基準価額が下落
して元本欠損が生ずることがあります。また、外貨建て資産に投資する場合には、為替相場の変動等の影響により、基準価
額が下落して元本欠損が生ずることがあります。

●投資信託の運用による利益および損失は、ご購入されたお客さまに帰属します。
●投資信託のご購入時には、買付時の１口あたりの基準価額（買付価額）に最大3.30％（税込）を乗じて得た額をご負担いただ
きます。換金時には、換金時の基準価額に最大0.5％の信託財産留保額が必要となります。また、これらの手数料とは別に投
資信託の純資産総額の最大年2.0505％（税込）を信託報酬として、信託財産を通じてご負担いただきます。

●投資信託の取得のお申込に関しては、クーリングオフ（書面による解除）の適用はありません。
●投資信託のご購入にあたっては、あらかじめ最新の投資信託説明書（交付目論見書）および目論見書補完書面等を必
ずお読みいただき、内容を確認・理解された上で、ご自身でご判断ください。

「なごみの杜」の特徴
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